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1 はじめに




















(x0;x1;    ; x2n 1)R2n
= (x0; x2;    ; x2n 2; x1; x3;    ; x2n 1) (3)
と定義される置換行列である．
式 (2)で定義された生成行列 G2n は 2n  2n の行列なので符
号化率は 1になる．そのため，Polar符号では入力ビットのいく







古典符号 C とそれに対応する量子状態の集合 fjvii j vi 2 Cg




P (jji) = j( ) 12i;j j2 (5)
ここで，dH(vi; vj)は古典符号語 vi と vj のハミング距離，
はレター状態 j0i と j1i の内積である．式 (5) の P (jji) を用い











これは符号長 nの通信路容量 Cn と符号長 1の符号の通信路容
量 C1 との間に Cn=n > C1 の関係があることを言う．以下で
は，Polar 符号によって得られる量子利得についての結果を示
























図 1では横軸を とし，縦軸を各符号の符号長 1あたりの相
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